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 障害者スポーツ協会は平成１９年に宮城野体育館が完成したことに伴い移転し５年目となっています。

施設には障害者が優先的に使用できる障害者アリーナがあり、団体登録により５０％減免が受けられるこ

ととなっていますが、もっと活用の幅を広げたいとかんがえております。 

 

 さて、みなさんは障害者スポーツと聞いてどんなスポーツを思い浮かべますか。 

( 参加者がそれぞれ答える ) 

主要なスポーツの大会として、パラリンピック、全国障害者スポーツ大会、日常的な障害者スポーツなど

にわけられますが、たとえば夏のパラリンピックでは次のようなスポーツ種目が行われています。 

※ 脳性まひサッカー / 仙台にも日本代表が 1名います。 

※ 車いすテニス  

※ ゴールボール / 音の鳴るボールを使用し 3対 3でゴールに入れる事を競う競技です。 

※ アーチェリー / 以前から車いすで一般大会に出場する選手もいました。 

※ ラグビー (車いす) / 日本は世界でベスト 3に入っており仙台にも日本代表がいます。 

※ シッティングバレーボール / 腰をコートにつけて行うバレーボールです。 

※ カーリング 

※ パワーリフティング 

※ ブラインドサッカー 

※ ボート 

※ ボッチャ / 四肢まひの人も補助具で参加できます。 

※ 自転車 

※ ハンドサイクル  ※ 射撃  ※ 車いすフェンシィング ※ 車いすマラソン 

※ 車いすバスケット ※ 柔道 (視覚障害の方)  ※ 水泳  ※ 卓球 ※ 乗馬 

冬のパラリンピックでは 

※ アイスホッケー ※ チェアスキー ※ クロスカントリー ※ カーリング があります。 

 

  ２００１年の宮城大会から身体障害者と知的障害者の大会がひとつとなった「全国障害者スポーツ大会」

では、次のような種目が行われています。 

※ 陸上 ～ スラローム (コーンをおいてコースを作りタイムを競うものです) 

※ フライングディスク  ※ バレーボール (精神障害) 

※ サウンドテーブルテニス ※ 野球 ※ グランドソフトボール ※ サッカー 

※ ソフトボール ※ バスケット ※ バレーボール ※ フットベースボール 



※ ボウリング 

 

そのほかパラリンピック種目、全国障害者スポーツ大会には入っていない競技でも様々な種目があります。 

※ ゴルフ ※ シンクロナイズドスイミング ※ バドミントン 

※ 車いすダンス ※ ダイビング ※ ツインバスケット ※ ビームライフル 

※ ビリヤード ※ 野球 ※ 電動車いすサッカー  

 

 いかがでしょうか、実に多くのスポーツがあることがおわかりいただけると思います。 

 

 このような状況の中で宮城県内で開催される障害者スポーツ大会では、「東北大会」「東日本大会」「日本

選手権」「アジア選手権」などがありますし、仙台市障害者スポーツ協会には３２団体が、宮城県障害者ス

ポーツ協会には４４の団体が現在加盟し活動しています。 

 

 視覚障害者がスポーツをするには道具や用具、ルールや施設設備、周囲の協力などのさまざまな対応が

必要であり、どうしたら視覚障害者が楽しめるかを工夫することが大切です。それは障害者スポーツ全般

を通じても同様のことが考えられ、障害者スポーツ＝アダプテッド・スポーツとして活動しております。 

 

 障害者スポーツにおけるボランティア 

 スポーツ大会やイベント、行事などのボランティアは基本的には一般のスポーツボランティアと大きく

変わらないと思います。多少異なるとすれば選手の中に入って行う活動があることでしょうか。私たち仙

台市障害者スポーツ協会でのボランティア取組では、障害者スポーツ指導員の養成、仙台市内におけるス

ポーツボランティアネットワークの育成があります。このスポーツボランティアネットワークですが目的

は研修会を開催し障害者スポーツの普及を図り、開催団体や地域とのネットワークを作りたいと考えてい

ます。この研修は８月に開催されていて、障害の特性、ボランティアの心構え、障害者スポーツについて

平日の夜３日間で行われていて、毎回３０名ほどの参加があります。 

 ボランティアの派遣ですが、ひとつには地域や施設等への出前、ふたつめは障害者スポーツ団体からの

依頼があるとき、三番目が公的大会となっています。課題としては、日中時間帯に活動できるボランティ

アが少ないこと、ボランティアに対し専門性を求めてしまい一部の方の活動に偏っていること、一般から

の参加者が少ないこととなっています。 

 

 ２０１３年には弱視の方のサッカーの世界選手権がグランディで開催される予定です。ぜひ、本日ご参

加の皆さまともネットワークを作りご協力いただければと思っていますので、よろしくお願い致します。 


